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「主を知り、あなた
自身を知ること」
（6）：より力強い言
葉

神はささやくように、しかし
絶えず語りかけておられま
す。 聖書、特に福音書の中
で、そして私たちの心を通し
て。
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神は私たちに絶えず語りかけておら
れます。言葉で、そして行いでも。
神の言葉は私たちの言葉よりもはる
かに豊かです。例えば、神は私たち
を取り巻く人々や出来事を利用し
て、私たちの内に秘められた心のス
イッチを押すことができるのです。
聖書の中で、典礼の中で、教会の教
導職を通じて神は語りかけます。神
は常に愛をもって私たちを見つめ、
あらゆる出来事の中で私たちとの対
話を求め、聖人になるようにと絶え
ず私たちを招いておられます。だか
らこそ、そうした神秘的な神の言葉
を聞くために、私たちはいつも信仰
の行為で祈りを始めようと努めるの
です。

内面から...

神は私たち自身が持つ能力を使っ
て、私たちを内面から動かすことが



できます。霊感を通して私たちの知
性に、愛情を通して私たちの感情
に、そして決心を通して私たちの意
志に働きかけることで、神は語られ
るのです。ですから、聖ホセマリア
が教えたように、祈りを終える時、
私たちはこう言うことができるので
す。「神よ、この念祷で示して下
さった良い決心と感情と教えに感謝
致します」と。

しかし、この現実を考えると、疑問
が生じるかもしれません。「神様が
私に話しかけていることを、どう
やって知ることができるのですか？
それらの決心や感情、霊感は、単な
る私の思いつきや願望、気持ちでは
ないと、どうして分かるのです
か？」と。その答えは簡単ではあり
ません。祈りは時間をかけて、霊的
指導の助けを借りて学ぶ技術のよう
だと言えますから。しかし、神と他
者をより深く愛するように、又たと
え犠牲や寛大さが要求されたとして



も、神の御心を行うように私たちを
導くものはすべて、神から来ている
と言うことができます。「私が祈り
の中で考えることと、一日の間に考
えていることは何ら変わりません。
ただ一つ違うのは、いつも祈りの終
わりに、『けれども、私の意志では
なく、あなたの意志が成されますよ
うに』と心の中で祈っているという
ことです。それは他の時には起こり
ません」。祈ることに慣れた人達の
多くがこのように言うことでしょ
う。

私たちの心の中にある言葉を誰より
も理解しておられる神は、しばしば
私たちの心に直接語りかけます。神
ご自身が私たちの心に撒かれた深い
望みを通して語られるのです。です
から、神の声に耳を傾けるとは、多
くの場合、何が神の御心に従うこと
につながり、何がそうではないのか
を見極めるために自分自身の心の中
を深く見つめて、自分の望みを神に



差し出す勇気を持つことなのです。
私は本当に何を望んでいるのか？そ
の理由は？その衝動はどこから来る
のか？それは私をどこへ導くのか？
私は、それらが存在しないふりをし
て、それらを無視して、自分自身を
騙していないだろうか？祈りの生活
を送ろうとする者が当然抱くこうし
た疑問に対して、教皇フランシスコ
は次のように勧めていました。「取
り違いを避けるには、（…）自問し
なければなりません。見た目や感情
以上の自分を知っているだろうか？
心に喜びを与えるもの悲しませるも
のが何か、自分で分かっているだろ
うか」[1]と。

神は私たちの心や知性だけでなく、
内なる感覚を通しても語り掛けられ
ます。想像力を通してある場面やイ
メージを呼び覚ましたり、記憶に語
りかけ、私たちの祈りに対する答え
となる、或いは神の望みを示唆する
思い出や言葉を思い起こさせるので



す。1931年9月8日に聖ホセマリアに
起こった出来事も正にそうでした。
彼は病人援護会の教会で、あまり気
が進まないまま（彼自身がそう語っ
ているように）祈っていました。彼
の想像力は解き放たれて自在に飛び
回っていました。「その時、はっと
気がついた。無意識のうちにラテン
語の言葉を繰り返していたのだ。そ
の言葉はそれまで注意したこともな
く、暗記しているはずのない言葉
だった。今でも、それを思い出そう
とすれば、それを書き込んだメモを
読まねばならない。私は神がお望み
のことを書き記すためにいつもポ
ケットにメモ紙を入れている。（こ
のメモ紙に本能的に習慣から、正に
教会の内陣でそれほど重大なことだ
とも思わず、その言葉を書いた）。
私が思わず口ずさんでいたのは次の
聖書の言葉である。“et fui tecum in
omnibus ubicumque ambulasti,
firmans regnum tuum in
aeternum”（あなたがどこに行こう



とも、私は共にいて、あなたの王国
を永遠に固めた）。私はこの文の意
味を考えつつ、ゆっくりと繰り返し
た。その後、昨日の夕方、そして今
日、その文を読み返したとき（繰り
返すが、私は何度繰り返しても文を
覚えられない。あたかも神がそれは
ご自分のものであることを私に念を
押そうとされているかのようだ）。
キリスト・イエスが『オプス・デイ
がどこにあっても主と共にあり、イ
エス・キリストの王国を永遠に固め
る』ことを理解させ私たちを慰めよ
うとされたのだと確信した」[2] 。

神は又、私たちが長い黙想会や研修
会などで取ったメモもお使いになり
ます。特に祈りの中でそれを読み返
し、その意味を理解しようと私たち
が努める時に、神は私たちに語られ
るのです。私たちはメモを通して、
主が私たちに伝えたいことのヒント
となる、一貫したテーマや繰り返さ



れる言葉を見つけることができるか
もしれません。

絶え間ないささやき

確かに主が超自然的な方法で明確に
語られる時もありますが、それは珍
しいことです。通常、神はささやく
ように語られるので、私たちは単純
な祈りの中で神が与えてくださる小
さな贈り物──決心や感情、霊感
──に気づかない時があるのです。
預言者エリシャから皮膚病を癒すた
めに川で七度沐浴するよう勧めら
れ、「彼が自ら出て来て、私の前に
立ち、彼の神、主の名を呼び、患部
の上で手を動かし、皮膚病をいやし
てくれるものと思っていた」と嘆い
たシリアの軍司令官ナアマンのよう
に。（列王記下5･11）。ナアマンは
イスラエルの神に助けを求めはした
ものの、もっと派手で、目立つ何か
を期待していたのです。幸い、彼の
家来たちが彼に考え直させました。



「わが父よ、あの預言者が大変なこ
とをあなたに命じたとしても、あな
たはその通りなさったにちがいあり
ません。あの預言者は、『身を洗
え、そうすれば清くなる』と言った
だけではありませんか」（列王記下
5･13）軍司令官は、一見あまりにも
平凡に思われるこの助言に従うため
に戻り、その結果、神の救いの力に
触れたのです。祈りにおいては、も
う既に知っているつもりの事柄を新
たに照らす小さな光、いつもの出来
事の中の聖霊の働きかけ、少し強い
感情、簡単な決心といったことを、
平凡だからといって軽んじることな
く、評価すべきでしょう。それらす
べてが神からのものであるかもしれ
ません。

ラッツィンガー枢機卿は祈りについ
て尋ねられると、次のように答えら
れました。「一般的に、神はあまり
大きな声で話されることはありませ
ん。しかし、何度も何度も私たちに



語りかけられます。その声を聞くこ
とができるかどうかは、当然なが
ら、受け手、つまり私たちと、発信
者、つまり神との波長が合っている
かどうかによって決まります。現代
の私たちのライフスタイルや考え方
では、この両者の間にあまりにも多
くの妨害があり、波長を合わせるこ
とが特に困難になっています。神は
あまり大きな声で話さないことは明
らかですが、神は生涯を通じて、し
るしや他の人々との出会いを通して
確かに私たちに語りかけておられま
す。ですから少し注意を向けて、外
部の事柄に完全に心を奪われてしま
わないようにするだけで十分なので
す」[3]。この注意力は、内面（時に
は外面も）の潜心と深く関わってお
り、訓練によって得られるもので
す。私たちに語りかける神に気付く
ためには、日々の喧騒を一時停止
し、神とだけ向かい合う孤独の時間
を持つ勇気が必要です。



確かに、神はあらゆる方法で私たち
に語りかけます。私たちは神の賜物
にあまりにも慣れすぎて、もはやそ
れに気づかず、神を認識できなく
なっているかもしれません。イエス
の同郷の人々がそうであったよう
に。「この人は大工の息子ではない
か。母親はマリアといい、兄弟はヤ
コブ、ヨセフ、シモン、ユダではな
いか。姉妹たちは皆、我々と一緒に
住んでいるではないか」（マタイ
13･55-56）。私たちは聖霊に、私た
ちの瞳を広げ、耳を開き、心を清
め、良心を照らして下さるよう、途
切れることのないささやきかけ、私
たちの心の中の絶えることないささ
やきを私たちが認識できますよう願
い求めなければなりません。

神は既に語られた

イエスは洗礼者ヨハネの弟子たちに
答えて、ご自身のしるしを列挙され
ました。「目の見えない人は見え、



足の不自由な人は歩き、重い皮膚病
を患っている人は清くなり、耳の聞
こえない人は聞こえ、死者は生き返
り、貧しい人は福音を告げ知らされ
ている」（マタイ11:5）。それは、
聖書にあるメシアに関する古い預言
の成就を告げているのです。つまり
神は、聖書を通して、私たち一人一
人に卓越した方法で語ってこられま
したし、また今も語りかけておられ
るのです。「実際、天におられる父
は聖書の中で深い愛情をもって自分
の子らと出会い、彼らと言葉を交わ
すからである」[4]。それゆえ、「聖
書を読む際に忘れてならないこと
は、神と人間との間に対話が成り立
つように、祈りが伴わなければなら
ないということである。というの
は、『われわれは祈るときには神に
語りかけ、神の言葉を読むときには
神に耳を傾ける』からである。（聖
アンブロジオ『教役者の職務につい
て』I, 20, 88）」[5] 聖書の言葉は、
神の霊感を受けたものであるだけで



なく、神についての霊感を我々に与
えるものなのです。特に私たちは、
主イエス・キリストの言葉と行いを
記録した福音書の中で神の声を聞く
のです。ヘブライ人への手紙の著者
はこう強調しています。「神は、か
つて預言者たちによって、多くのか
たちで、また多くのしかたで先祖に
語られたが、この終わりの時代に
は、御子によってわたしたちに語ら
れました（ヘブライ1･1-2）。聖ア
ウグスティヌスは、福音書を「キリ
ストの口」とみなしていました。
「キリストは天に座しておられます
が、地上で語り続けるのです」[6]。
だからこそ、私たちの祈りは福音書
の黙想によって生かされるのです。
私たちが読み、黙想し、再読し、記
憶に刻み、その言葉を繰り返し考え
ることによって、神は私たちの心に
語りかけてくださるのです。

聖ホセマリアは、教会の伝統に従っ
て、福音書の黙想を通して神に耳を



傾けることを絶えず勧めていまし
た。「あなたに助言したいと思いま
す。祈りの中で、福音書の色々な場
面に、登場人物の一人となって入り
こみなさい。まず、心を沈め、黙想
に役立ちそうな場面や秘儀を頭に浮
かべる。次に想像力を働かせて主の
ご生活の具体的な一面を考える。例
えば、いとも優しい主のみ心、主の
謙遜、主の純潔、御父のみ旨への従
順など。そうしてから、その点につ
いて自分の場合はどうなのか、いつ
もどんなことが起こるのか、又今ど
うなのかを主にお話ししなさい。そ
してよく注意して耳を澄ましていな
さい。主は何かを教えようとしてお
られるかもしれません。まもなく、
あの内的な神の呼びかけを聞き、今
まで気付かなかった点に気付き、痛
悔の心が沸き起こってくることで
しょう」[7]。私たちの努力を具体的
な行動に表していきましょう。聖書
の場面を想像し、その中に入り込
み、主の特徴を思い巡らし、自分に



起こっていることを主にお伝えする
のです。そうすれば、神からの答え
がそれに続くことでしょう。あの事
この事を示されたり、私たちの霊魂
に働きかけたり、何かを気づかせて
下さったりと。そうやって、神との
対話が築かれるのです。

別の折にも、聖ホセマリアは、イエ
ス・キリストを黙想し、まねるよ
う、次のような言葉で私たちを励ま
した。「子よ、偉大さや知能、清廉
さ、優しさ、美しさであなたを惹き
つける人に感嘆するのなら、王であ
り、神、あなたの愛であるイエス・
キリストを前にして、感嘆しなさ
い。親しみなさい、話しかけなさ
い。耳を傾けなさい。ご生涯を真似
たいと申し上げなさい。そうするた
めに、毎日、主をもっと知りたいと
いう望みを持って福音書を手にしま
しょう。神的な物語の場面に入り込
んでもう一人の登場人物になって、
反応しなさい。キリストの奇跡を眺



め、主を取り巻く群衆の往来に耳を
傾け、最初の12人と言葉を交わしな
さい。あなたがもう一人のキリスト
になるように、主の御目を見つめ
て、主が好きになればと思います」
[8]。黙想し、耳を傾け、友愛を込め
て言葉を交わし、見つめる...そのた
めには、私たちの能力や感覚、想像
力、知性を目覚めさせ、働かせるこ
とが要求されます。私たち一人ひと
りも、福音書の各ページの中にいる
のです。主の一つひとつの場面、主
のあらゆる行為が、私の人生を照ら
し、意味を与えています。イエスの
言葉は私に向けられており、私の存
在を支えているのです。
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